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 10月 20日の宇都宮は快晴でした。前日から準備
のため会場に入り、情報プラザのブース展示やクイ

ズ知ってるつもりのリハーサルなど連合会女性委員

会の担当仕事に追われ、道士会女性委員会の出展ブ

ースは旭川の冨所さんと米本さんにお任せしてしま

いましたが、当日はすっかりセットされて開場を待

つばかりとなっていました。 
 情報プラザ（屋台村） 
 恒例になった屋台村は約 40の出展ブースが並び、
各地域の特色あるつくりや力作のパネル、模型、実

物が展示され、まちづくりや環境をテーマとしたも

の、地域の素材活用など、どれもその取り組みや活

動の熱意が伝わるものばかりでした。 
私達女性委員会の「こどもを育む住まいづくり」は、

インパクトのあるパネルで参加者の目を引き、子供

の住環境づくりに関心のある方から質問や意見、ま

た冊子の内容についてお話できたことが嬉しかった

です。次期開催地北海道として十勝、旭川の青年委

員の力のこもったＰＲもしっかり目立っていました。 
 クイズ知ってるつもり 
 5 年目になるこの企画は連合会女性委員会の主催
ですが、今回初めて司会を担当することになりまし

た。各ブロックと出展ブースから出題される 20 問
を、イエス、ノーで解答するのですが、今回は問題

が難しかったようで、5 回に分けて表彰することに
し一時間という制限とお昼の時間帯にもかかわらず

たくさんの方々が参加され盛り上がりました。 

 セッションＥ（市民交流セッション） 
 栃木県建築士会女性委員会主催のセッションＥは、

「安全・安心な住環境」をテーマとして、コミュニ

ティセンターの和室とホールで行われました。 
一般市民を対象にした住まいの耐震相談と新潟中越

地震の記録放映及び討論会は室内に入り切れないほ

どの人で、建物の安全性について関心の高さに驚き

ました。ホールでは栃木県の伝統や自然、リサイク

ルでよみがえった身近な建築素材の展示が、集まっ

た人々の和みの場となっていました。 
昨年、香川県で全国女性建築士連絡協議会が開催さ

れた際、全国の地域素材を集め地図を作成しました

が、今回さらにバージョンアップした拡大地図を同

じホールに掲示して見ていただきました。 
伝統や地域性を生かした素材のすばらしさを後世に

伝え残すことも、私達の役割だと感じました。 
 全国大会はお祭りの要素もあり、会場敷地内に広

がる焼き鳥や餃子のいい匂いにつられた人も多かっ

たようです。来年の北海道大会も、参加して良かっ

たと感じていただけるよう頑張りましょう。 
 

 




